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野球シーズン本番 
金木町朝野球選手権大会開幕 

ご
協
力
く
だ

さ

い
 

事
業
所
統
計
調
査
と
 

商
業
統
計
調
査
 

7月1日 

第
2
0回
記
念
大
会
 

二
日
酔

い
や
低
血
圧
も
克
服

す
る
季
節
。
 

朝
野
球
の
シ
ー
ズ

ン
到
来
。
 

今
年
の
金
木

町
朝
野
球
選
手

権
大
会
が
昨

年
よ
り
ニ
チ

ー
ム

が
減
っ
た
も

の
の
十
三
チ
ー

ム

二
百
四
十
人
が

登
録
、

A
'
B
 

の
各
級
に
分
か
れ
て
五
月
十
八

日
開
幕
し

た
。
 

当
日
は
午
前
五
時
か
ら
金
木

高
校
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
開
会

式
を
行

い
昨
年
度
の
優
勝
チ

ー
 

ム
A
級

・
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
、
 

B
級
‘
イ
ー
グ

ル
ス
か
ら
優
勝
 
 

旗
が
返
還
さ
れ

た
。
金
木
町
朝

野
球
協
会
長
で
あ
る
田
中
町
長

が
挨
拶
の
あ
と
、
金
木
野
球
ク

ラ
ブ
主
将
の
岩

村
弘
男
選
手
が
 

「チ
ー
ム
の
た
め
、
金
木
朝
野

球
の
レ
ベ
ル

向
上

の
た
め
み
ん

な
で
頑
張
り
ま
す
」
 
と選
手
宣

誓
し
た
。
 

開
会
式
終
了
後
、
田
中
勇
治

協
会
長
の
始
球
式
で
金
木
町
役

場
対
金
木
野

球
ク
ラ
ブ
の
試
合

が
行
わ
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
第

二
十
回
記
念
大
会
が

幕
を
開
け

た
。
 

七
月
一
日
現
在
で
、
平
成
三

年
事
業
所
統
計

調
査
、
商
業
統

計
調
査
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。
 

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
 

農
林
漁
業
の
家
を
除

く
、
す
べ

て
の
事
業
所
で
す
。
今
回
は
、
 

二
つ
の
調
査
が
同
じ
年
に
行
わ

れ
る
の
で
、
商
店
に
対
す
る
調

査
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
事

業
所
統
計
調
査
は
商
店

以
外

の

事
業
所
、
商
業
統
計
調
査

は
商

店
を
対
象

と
し
て
、
同
時
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計

法
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ

る
国

の
重
要
な
調
査
で
す
か
ら
、
集

め
ら
れ
た
調
査
票
を
、

統
計
上

の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
 
 

は
あ
リ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
 

各
事
業
所
、
商
店

の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
し
っ
か

リ
と
保
護
さ
れ
ま
す
。
 

事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業

所
を
も
れ
な
く
調
査
し

て
、
わ

が
国
の
産
業
構
造
や
事
業
活

動

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は

国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や

計
画
を
立
案
す
る
た

め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
 

商
業
統
計

調
査
は
、
 
「商
業

の
国
勢
調
査
」
と
も
い

え
る
も

の
で
す
。
全
国

の
卸
売
り
、
小

売
り
業
の
商
店
を
も
れ
な
く
調

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
店

の
販
売
活
動
の
実
態
や
分
布
状
 
 

況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
結
果

は

国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が

商
業
振
興

の
た
め
の
い
ろ
い

ろ

な
計
画
を
作
成
す
る
際
に
、
重

要
な
資
料
と
し
て
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
 

六
月
下
旬

に
、
調
査
員
が
調

査
票
を
も
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。
記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
、
 

調
査
員
が
回
収
に
ま
い
り
ま
す
。
 



▼
金
木
町
役
場
 

泉
谷
正
幸
監
督
 

「朝
の
空
気
を
い
っ

ぱ
い
吸
 

っ
て
、
和
を

モ
ッ
ト
ー
に
望
 

み
た
い
」
 

▼
C
~
T
Y
n
 

白
川
鉄
也
監
督
 

県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
 

が
ん
ば
る
」
 

▼
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
 

泉
谷
久
友
監
督
 

「上
位
ニ
ー
三
チ
ー
ム
を
食
 

っ
て
や
る

つ
も
り
」
 

γ
 
▼
イ
ー
グ

ル
ス
 

に
 

石
川
孝
弘
監
督
 

「初
め

て
の
A
級

‘
精
一
杯
 

が
ん
ば
る
だ
け
」
 

▼
藤
枝
太
陽

ク
ラ
ブ
 

原
田
 
満
監
督
 

「
目
標
は
八
勝
。
あ
わ
よ
く
 

ば
優
勝
を

ね
ら
い
た
い
」
 

監
督
の
 

ひ
と
こ
と
 

▼
下
山
自
動
車
 

下
山
清
臣
監
督
 

「
勝
負
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
記
 

念
大
会
に
ふ
さ
わ
し

い
心
に
 

残
る
試
合
を
し
た
い
」
 

▼
上
町
ク
ラ
ブ
 

楠
美
省

一
監
督
 

「
B
級
で
優
勝
し

て
、

A
級
 

に
上
が
る
」
 

▼
県
信
用
ク
ラ
ブ
 

松
橋
 
真

監
督
 

「
チ
ー
ム

ー
丸
と
な
っ
て
楽
 

し
い
野
球
を
し
た
い
」
 

▼
朝
日
ク
ラ
ブ
 

福
長
勝
義
監
督
 

「最
後
の
チ
ャ

ン
ス
か
7・
優
 

勝
し
た
い
」
 

▼
金
木
町
役
場

B
 

白
川
 
貢
監
督
 

「
勝
率
五
割
を
目
指
し

て
が
 

ん
ば
る
」
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▼
男
寿
し
ク
ラ
ブ
 

野
宮
 
誠
監
督
 

「
郡
大
会
出
場
を

目
指
し
て
 

み
ん
な
で
楽
し
く
」
 

▼
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
 

原
田
順
一
監
督
 

「
一
致
団
結
県
大
会
」
 

▼
ア
ポ
ロ
吉
崎
 

佐
藤
孝

一
監
督
 

「
今
年
こ
そ
は
、
優
勝
し
て
 

み
た
い
」
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愛の血液助け合い運動 「成分献血」をより理解していただくために 

 

 

あなたの善意はこのように生かされています 

／へ、 

多くの人たちの善意によって支

えられている献血。この献血で得

られる貴重な血液が、どのように

利用されているかご存じですか。 

交通事故などで大量に出血した

ときに、献血した血液が「輸血」 

という形で役立っているのは、皆

さんも知ってのとおリです。現在、 

輸血の方法は医学の進歩に伴い、 

献血された血液をそのまま輸血す

る「全血輸血」かタ、血液中の赤血

球や血小板、血葉など、患者さん

に必要な成分だけを輸血する「成

分輸血」が主流となっています。 

「成分輸血」は貴重な血液の

有効利用にもつながります

これは、成分輸血が全血輸血に

比べ、優れた点があるからです。 

例えば、輸血を必要とする貧血の

患者さんには、たいてい、赤血球

だけを輸血すればいい場合が多い

のです。これによリ、心臓など循

環器系への負担を少なくでき、不

必要な成分による副作用を防ぐこ

とができます。また、成分輸血は、 

人分の血液を 2 -P3 人の輸血に

役立てることができ、貴重な血液

の有効利用にもつながリます。 

血禁分画製剤の大部分を

外国に依存している日本

献血による血液は、通常の輸血

のほか、「血葉分画製剤」という形

でも役立っています。血葉分画製

剤とは、血奨中に含まれる、人間

が生命を維持していくうえで欠か 

せない各種のタンパク質を血葉か

ら抽出し、化学的に処理したもの

です。血葉分画製剤には、重いや

けどの治療に使われるアルブミン

製剤のほか、重症の感染症の治療

に使われる免疫グロブリンや、血

友病の治療に使われる凝固因子製

剤などがあリます。 

わが国では、この血葉分画製剤

の大部分を製品輸入などによリ、  

外国に依存しているのが現状です。 

しかしこれには、供給が輸入相手

国の政情に左右されるという「安

定供給」の面や、臓器の一部であ

る血液を売買するという「倫理的」 

な面、また、未知のウイルスが混

入する可能性が高いという「安全

性」の面からも問題があリます。 

血液製剤の自給のためには 

「成分献血」の推進が必要

そこで、血葉分画製剤を含めた

すべての血液製剤の、献血による

自給が叫ばれているのです。この

ためには、血葉分画製剤の原料と

なる血葉を確保するため、血葉や

血小板だけをいただく「成分献血」 

の推進が、今後とも必要です。 

平成 3年 4 月 1日から、血圧や

比重、体重など、献血の基準も一

部改正され、よリ多くの方が献血

に参加でさるようになリました。 

あなたの温かい思いやリの心で、 

どうか献血にご協力ください。今

日もどこかで、あなたの善意を必

要とする人がたくさんいるのです。 

あなたはふだんから 

安全を意識していますか 国尋/4i日 

7月1日は「国民安全の日」。こ

れは、国民一人一人が生活のあら

ゆる面で、安全について見直そう

というものです。 

ところで、安全って何でしよう。 

危険の反対一一言でいってしま

うと簡単です。しかし、あなたは

ふだんから安全について考えてい

ますか。「生活環境をより安全にす

るにはどうすればいいだろう」な

どと意識していますか。「危険は意

識できても、安全については、ふ

だんそんなに意識していない」と

いうのが現実ではないでしようか。 

ところがここに、あるデータが  

あります。平成元年の子ども（14 

歳未満）とお年寄り（65歳以上） 

の事故死亡者総数は約13,900人。 

これは、事故による死亡者全体の 

約45％に当たります。“社会的弱者” 

である子どもやお年寄りが、危険

にさらされているというのが、今

日の実情なのです。 

そこで、あなた自身はもちろん、  

あなたの家族の安全を、この「国

民安全の日」を機会に改めて考え

てみてはいかがですか。安全を考

える際、次に挙げるようなケース

ごとに、場面を想定しながら考え

ると、より現実的になります。 

①家のなかの、生活面での安全

②登校時など、交通面での安全

③学校や職場などでの安全

④火事や地震など、防火・防災面

での安全 

「登下校の途中に、危ないところ

はない？」と子どもに問いかける

など、一度、家族みんなで安全に

ついて話し合ってみてください。 



町
と
地
域
住
民
の
パ
イ
プ
役
 

平
成
三
年
度
行
政
協
力
委
員
決
ま
る
 

こ
の
ほ
ど
行
政
協
力
委
員
会
 
小

川
町

一
区

総
会
が
開
か
れ
、
平
成
三
年
度
 

〇
小
川
町
二
区

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

米
町

行
政
協
力
委
員
会
は
、
町
行
 

川
端
町

財
政
の
円
滑
な
運
営
と
町
民
の
 

寺
町

福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
各
町
 
東

芦
野
町

内
か
ら
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
 

西
芦
野
町

た
も
の
を
町
長
が
委
嘱
し
た
委
 
浦

町

員
で
組
織
し
て
お
り
、
現
在
九
 

●
新
富
町

十
七
名
の
委
貝
が
い
ま
す
。
 

若
松
町
一
区

◆
金
木
地
区
 
若

松
町
二
区

本
町
 

角
田
 
正
男
 
若

松
町
三
区
 

●

栄
町
 
松
橋
 

隆
三
 
●
若

松
町
四
区
 

阿
部
 
昭
治
 

●
中
藤
枝
 
工
藤
武

一
郎

木
村
不
二
男
 

下
藤
枝
 
工
藤
 

良
村

野
宮
 
進
 

●
湯
の
川
 
白

川
 
安
義

角
田
 
健
一
 
林
下
 
白

川
 
た
み

藤
元
 
昭
造
 

向
道
 

白
川
 
広
正

山
田
 
正
一
 
女
坂
 
白

川
 
キ
ョ

阿
部
 
定
一
 
上
宇

田
野

一
区
中
谷

ト
ミ

花
田
柾
五
郎
 
上

宇
田
野
二
区

中
谷
 
イ
ツ

藤
本
 

靖
 
下
宇

田
野

一
区
松
橋

富
秋

前
田
 
清
克
 

下
宇
田
野
二
区
其
田
ゆ
き
え

白
川
 
末
子
 
◆

嘉
瀬
地
区
 

其
田
 
ア
イ
 
雲
雀

野
団
地
 
葛
西
貢
志
行

村
田
 
秀
雄
 
東
町
 

秋
元
 
祥
郎
 

嘉
瀬
財
産
区
が
 

地
区
の
施
設
に
寄
付
 

嘉
瀬
財
産
区

（
津田
秀
七
議
 

長
）
が
地
区
の
た
め
に
何
か
役
 

立
ち
た
い
と
、
地
区
内
に
あ
る
 

嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
三
保
育
 

所
、
嘉
瀬
小
学
校
の
各
施
設
に

そ
れ
ぞ
れ
＋
万
円
を
寄
付
し
ま
 

し
た
。
 

ト
嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
 

繊
か
、
 

へ
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中
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雄

中
山
道
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二
区
今
泉
 
ふ
づ
 

●

下
山
道
町
 
小
野
 

元
靖

美
晴
町
一
区
 
木
村
 
愛
子

美
晴
町
二
区
 
今
 
時

彦

昭
和
町
一
区
  
葛
西
喜
代
志
 

●

昭
和
町
二
区
  
角
田
 
金
男

神
明
町
一
区
 
大
橋
 
行
雄

神
明
町
二
区
 
桑
田
 
重
一

朝
日
町
一
区
 
棟
方
せ
つ
子

朝
日
町
二
区
 
津
島
 
信
一

北
新
町
  

田
中
長
三
郎
 

見
崎
町
 
竹
内
 

 
義
道

三
軒
町
 
沢

田
  
嘉
照

上
沢
部
  

吉
田
  
完
造

下
沢
部
 
白

川
 
清
光

旭
ケ
丘

一
区
  
北
沢
  
清

一

旭
ケ
丘
二
区
  
片
山
 
誠
 

旭
ケ
丘
三
区
 
中
西
 
清
彦

大
東
ケ
丘
 

鈴
木
定
五
郎

雲
雀
ケ
丘
団
地
外

崎
 
フ
デ

芦
野
団
地

一
区
逢
坂
 
昭
子

芦
野
団
地
二
区
 
工
藤
 勝
栄

朝
日
団
地
 
前
田
 

明
美

上
蒔
田
 
吉
田
 

文
昭

下
蒔
田
 
秋
元
 
直
衛
 

●

神
原
 
秋
元
 

繁
雄
 

上
小
栗
崎
 

中
小
栗
崎
 

下
小
栗
崎
 

●

上
派
立
 

●

中
派
立

下
派
立
 

●

上
新
町
 

下
新
町
 

上
昭
和
町
 

下
昭
和
町
 

本
町
 

冷
水
 

車
町
 

畑
中
 

後
町
 
 

伊
藤
み
よ
豆

伊
藤
 
優
子

秋
元
 
チ
セ

泉
谷
 
房
子

山
中
新

一
郎

鎌
田
 
善
光

小
松
 
英
正

今
 
兼
春

浜
田
 
常
道

鳴
海
善
太
郎

原
田
 
清
治

今
 
喜
代
治

山
中
 

将

鎌
田
 
孝
人

小
松
 
久

木
村

一
一
一三
 
 

下
古
町
 

鳴
海
 
義
忠

新
誠
町
 

黒
川
伊
佐
雄
 

●

新
堤
町

一
区
 
黒
川
富
士
美

新
堤
町
二
区
 
山
中
志
津
子
 

●

上
鍛
冶
町
 
小
松
 

常
頼
 

●

下
鍛
冶
町
 
須
崎

正
之
介

〇
上
中
柏
木
 
小
山
内
武
之
進

下
中
柏
木
 

原
田
 
兼
治

◆
喜
良
市
地
区
 

＠
更
生
部
落
 
菊
池
 

良
治
 

曲
 

●

西
岩
見
町
 
今
 
徳
盛

〇
東
岩
見
町
 
宮
崎
 
与
太
 

●

林
町
 

今
 
慶
八
郎
 

野
崎
 

佐
藤
 
政

一
 

●

北
本
町
  

太
田
 
時
郎

下
派
立
  

伊
丸
岡
兼
作
 

上
派
立
 

伊
藤
 
良

一
 

●南
本
町
  

桑
田
 
邦
衛

上
柏
木
  

中
村
 
園
家

下
柏
木
  

中
村
 
利
宗

下
町

川
端
町
 

双
葉
町
 

今
 
哲
五
郎
 

＠
印
は
会
長
 

〇
印
は
副
会
長
 

●

印
は
常
任
委
貝
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上
藤
枝
 
原
田
 

敏
雄
 

上
古
町
 

今今 

重 勝
雄広 



ク
酔
い
〉
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
中

枢
神
経
抑
制
作
用
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
作
用
の
強
さ
は
血
中

ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
と
相
関
し

ま

す
。
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
の
時

間

的
経
過
は
、
個
人
差
、
酒
の
種

類
に
よ
る
差
は
あ
り
ま
す
が
、
 

飲
酒
直
後
よ
り
上
昇
、
3
0ー
6
0
 

分
で
最
高
に
達
し
、
以
後
徐

々

に
低
下
、
7
1
8
時
間
で
飲
酒

前
に
戻
り
、
ま
た
時
間
を
か
け

て
の
飲
酒
で

は
、
飲
酒
継
続
中

は
一
定

レ
ベ
ル
の
濃
度
が
持
続

し
、
飲
酒
終
了
時
点
よ
り
1
時

間
後
頃
か
ら
低
下
し
始
め
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
の
中
枢
神
経
抑
制
作
用

は
全
身
麻
酔
薬

の
作
用
と
同
様

で
、
脳
幹
網
様
体
賦
活
系
と
い

う
大
脳
新
皮
質
を
刺
激
し
活
動

さ
せ
て
い
る
部
位
を
抑
制
し

て

し
ま
う
た
め
大

脳
新
皮
質
の
機

能
、
即
ち
ヒ
ト
に
お
い
て
最
も

発
達
し
た
高
位
中
枢
と
し

て
の
 
 知

的
思
考
、
判
断
な
ど

の
高
次

精
神
機
能
が

抑
制
さ
れ
、
新
皮

質
が
本
来
制
御
す
る
べ
き
古
・

旧
皮
質

の
機
能
が
あ
ら
わ

に
な

り
、
感
覚
、
運
動
、
情
動
、
睡

眠
な
ど

の
本
能
的
行
動
が
露
顕

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
さ

ら
に
酔
い
が
す
す
む
と

こ
れ
ら

の
機
能
も
抑
制
さ
れ
、
立
位
す

ら
保
持
さ
れ
難
く
な
り
つ
い
に

は
脊
髄
に
ま
で
麻
癖
が
及
び
、
 

上
一
下
肢
の
動
き
や
反
射
な
ど

も
消
失
し
全
身
麻
酔
薬

の
手
術

適
応
期
（
即
ち
、
全
身
麻
酔
で

手
術
す
る
時
と
同
様
の
状
態
）
 

に
相
当
す
る
泥
酔
状
態
と
な
り

ま
す
。
 こ
の
時
の
血
中
ア
ル

コ
 

ー
ル
濃
度
は

0
3、
晒
％
で
、
呼

吸
・
血
管
運
動
制
御
機
能
を
有

す
る
延
髄
が
麻
庫
し
呼
吸
が
停

止
し

て
し
ま
う
際

の
血
中
濃
度

晒
、
叫
％
と
は
、き
わ
め
て
近
接

し
て
お
り
、
こ
れ
は
泥
酔
と
死

と
が

い
つ
も
紙

一
重
、
隣
あ
わ
 
 

せ
の
状
態
に
あ

る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
 

ア
ル

コ
ー
ル
の
安
全
域
は
き
わ

め
て
狭
く
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
全

身
麻
酔
薬

と
し
て
使
用
さ
れ
な

い
の
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
な
の

で
す
。
と
こ
ろ
で
、

全
く
同
量

の
ア
ル

コ
ー
ル
を
摂
取
し

た
場

合
で
も
、
摂
取
直
後
よ
り
運
動
 

（
肉
体
労
作

）
を
し
た
場
合
及

び
計
算
な
ど

（
精
神
労
作
）
を

し
た
場
合
に
は
、
ア
ル

コ
ー
ル

摂
取
後
安
静

に
し
て
い
る
場
合

よ
り
も
血
中

ア
ル

コ
ー
ル
濃
度

が
低
く
抑
え
ら
れ

る

（即
ち
、
 

酔
い

に
く
い
）
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
肉

体
労
作
で
あ
れ
精
神
労
作
で
あ

れ
、
労
作
と
い
う
ス
ト

レ
ス
の

か
か
っ
た
状
態
で
は
、
ヒ
ト
の

体
は
生
体
防
御
の
必
要
上
か
ら

か
ア
ル

コ
ー
ル
代
謝

（
ア
ル
コ
 

ー
ル

の
分
解
）
を
む
し
ろ
促
進

さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
ら
し

い
の

で
す
。

こ
の
促
進
さ
れ
た
ア
ル

コ
ー
ル
代
謝
で

の
主
役
は
、
肝

ミ
ク

ロ
ゾ
ー
ム
酸
化
系

（
M
E
 

o
s
）
と
呼
ば
れ
る
歴
史
的
に

新
し

い
ア
ル

コ
ー
ル
酸
化
系
で

は
な
い
か
と
現
在
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は

ま
た
の
機
会

と
し
ま
し
ょ
う
。
 

の
 
窓
 

五
月
届
出
分
 

お
め
で
と
う
 

金
沢
 
孝
哉
（
孝
昭

）
金
 
木

出
町
 
康
平
（
千
代
行
）
嘉
 
瀬

神
 
彩
香

（
昭
久
）
金
 
木

成
田
 
勝
哉
（
秀
夫

）
 

"
 

長
内
 
大
生

（
政
博
）
 
喜良
市

今
 
ゆ
り
か
（
清

司
）
 
 

洋
田
 
良
平

（
清
貴
）
嘉
 
瀬

鳴
海
 
紗
希

（
春
光
）
 

"
 

工
藤
 
大
輔
（
守
夫
）
藤
 

枝

前
田
 
尋
斗

（
治

）
神
 
原

西
村
 
真

司

（
司
）
喜

良
市

阿
部
 
優
衣

（
竹
美
）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
葛
西
 
新
一
（
登I」雄
中

里
町
 

「
山
上
 
静
子
（
義
昭
）
金
 
木
 

（
三
浦
 

敦
（
二
一
）柏
 
村
 

「長
尾
 
幸

子
（
兼
政
）
金
 木
 

（
鎌
田
 
昭
夫
（
清

）
嘉
 
瀬
 

「
杉
山
 
淳
子
（
邦
義
）中
柏
木
 

、
野
村
 
利
寿
（
菖
勇
）
中里
町
 

「
泉
谷
ゆ
か
り
（
勉
）

川
 
倉
 

露
疑
一
曜一」
れ
 

霧
千
熱
））
一
競
 

需
光
競
器
ね
 

窯
疑
躍
一「
慧
 

露

難
饗
「転
 

舞
」
”
一
『
』
一
輔
 

論
無
一
？
器
吐
れ
 

（
「藤彰
？一
？」
一鱗
 

応
庭
玉
」一
」
《
一
轄
 

（
川
村
 

崇
（
節
雄
）
五
所川
原市
 

「
津
島
久
美
子
（
邦
雄
）
金
 
木
 

お
く
や
み
 

田
中
 

ハ
ナ

（
7
9歳
）
金
 
木

秋
谷
 
永

一
 
（8
4歳
）
 

"
 

角
田
 
さ
み

（
8
8歳
）
 

"
 

高
橋
 

シ
ゲ

（
7
9歳
）
 

"
 

工
藤
 
清

（
7
0歳
）
嘉
 
瀬

今
 

さ
と
（

9
0歳
）
 

"
 

鳴
海
 

カ
ョ

（
7
5歳
）
 

"
 

秋
元
 
斧
江

（
4
7歳
）
蒔
 
田

伊
丸
岡
ヤ

エ

（
7
8歳
）
喜
良
市

沢
田
季
四
郎

（
7
5歳
）
金
 
木
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金木病院カルテ⑩ 

「アルコール 
と酔い」 

外科医員 飯沼俊信 

戸
 

は じ め ま 	し て 

‘」 ー 

’ 	 、 

ッ一， 	ー 	、 」・ 

‘舌 

ノ 一」ノ 

1酉 
た か や あ や か 

彩 香ちゃん 

5 月 2 日生まれ 

体重 	3, 400g 
金木 中山道町 

神 昭久さんの長女 

孝 哉ちゃん 
4 月20日生まれ 

体重 	3,340g 
金木 朝日町 

金沢 孝昭さんの 2 男 

(
 


